
＜どうして頼朝は都から２０日間もかかる鎌倉に

拠点を置いたのだろう（社会）＞(10/24) 

鎌倉幕府の本質にせまる問題です。 

  

グループになって、４つの視点で考えます。 

  

そして個人でまとめます。 

 

ある生徒は… 

「まず鎌倉は三方を山に囲まれ、南が海に面した守りやすい土地であり、源氏の守護神としてあつく信仰されて

いた鶴岡八幡宮があったこと、そして御恩と奉公という、朝廷とは大きく違った主人と家来の主従関係をもとに、

住民や土地を支配する仕組みを作り、自身は朝廷と血縁関係になく、朝廷から離れても大丈夫なので、鎌倉に拠

点を置いた。」 

 

なるほど、そうだったか！！ 


